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2018 年 3 年生の抱負【パート４】

中学 3 年生は、中学校生活最後の学年であり、学校の顔であり、下級生の手本でもあります。だから、

僕はこれから自分の生活や態度を見直していきたいと思います。具体的には、朝起きる時間や夜寝る時

間などの生活時間、授業中の態度やノートの取り方、授業前後のあいさつや、先生などへの挨拶などで

す。これらは、普段の生活でしなければならないことだけど、最近は少し適当になってしまっていまし

た。進級して、見直すのにはよい機会だと思うので、頑張っていきたいです。3 年生はもう 1 つ、進路

を決定する年でもあります。この学校にしか行かない、

という気持ちじゃなくて、色々な学校について見てい

きたいと思います。これから、3 年生として色々なこ

とに挑戦し、学年目標にもあるように、考え、そして

行動に移していきたいです。（7 組 男子）

私の 3 年の目標は、「部活で金賞をとること」「受

験勉強をしっかりする」ということです。部活は、最

後のコンクールだし、今までよい結果を出したことがないからです。コンクールで“金”を獲って、悔

いのないように引退したいです。勉強は、「城西高校」にいきたいので、しっかり勉強をして、来年合

格できるように頑張ります。最後に、最高学年という自覚を持ち、1・2 年生に「3 年生はすごいな。」

と言ってもらえるように、見本を見せていかないといけないと思います。あと、最後の二大行事になる

ので、体育大会では、ダンス、リレー、綱引きで、全部、全力で頑張りたいです。文化祭は、クラス、

学年で素晴らしい合唱をつくっていきたいです。生活面では、あいさつ、返事など、当たり前の事をき

ちんとして、卒業するときに、「色々な事に頑張れた！」と言えるように、何事にもチャレンジしてい

きたいです。学級目標の「熱く、厚く、真の心で AAA」が達成できるようにしたいです。

（7 組 女子）

自分は一生思い出に残るような 1 年間にしたいと思っています。もちろん、1 年生も 2 年生も最高で、

とても楽しかったけど、この 3 年生が中学校 3 年間で、1 番おもしろく楽しい学年にしたいです。そり

ゃ楽しい事ばかりではなく、しんどい事や怒られる事だってあると思います。なるべく怒られないよう

に、正しい行動で楽しんでいけたらなと思います。そのためにはまず、大きな行事の修学旅行を文化委

員として、大成功に終えられるよう努力したいと思います。体育大会や文化祭でも同様に頑張っていき

たいです。2 学期も文化委員をしたいと思っているので、文化祭は特に気合を入れて、みんなを引っ張

っていけたらよいなと思います。2 年は金賞をとれなかった

ので、金賞を本気でとりにいこうと思ってます。「でしゃば

る」ではなく、「引っぱる」行動をとって、うるさくとも信

頼できる人になりたいです。この 3 年生で、「あいつ意外と

頼れるやん」とか「あいつ意外とできるな」と思ってもらい

たいです。（3 組 男子）

私の抱負は、今年で 3 年生になったので、勉強を頑張って

いきたいです。私はまだ、将来の夢や目標がはっきりしてい

ないので、今年 1 年間でそれを見つけ、そのために頑張って

いきたいです。3 年生になって、はっきりしていないのは良くないと思いますが、3－3 の皆と暮らして、

目標を見つけられるように努力していきたいと思います。将来、どんな仕事をしたいかは、自分の好き

な事や、得意な事をいかした仕事というのが、今の答えです。将来の夢がこんな感じなので、今のとこ

ろ将来には不安しかないです。これも、今年中に決めて、将来に希望を持ちたいです。私は本が好きな

ので、本屋さんなどに勤められたらいいなと思ってます。これから 3－3 で頑張って勉強したいです。

（3 組 女子）

修学旅行の取り組みが始まります 
3 年生になり数日が経ちました。新入生もクラブ見学・体験入部に参加する

ようになり、先輩として、最上級生としての自覚が日に日に増しているのでは

ないでしょうか。いよいよ修学旅行の取り組みが始まります。4 月 18 日（水）

5 校時に学年集会をひらき、修学旅行実行委員会が作成した実施要項の原案討議を行いました。日程、

行き先、目標、持ち物等、実行委員から提案があり、学年全体で承認を得られました。この要項をもと

に、6 月 5 日（火）を目指して取り組んでいきたいと思います。

【修学旅行スローガン】

有言実行。飾れ有終乃美!! 
【行動目標】

（１）自分たちで考えて、細かい時間まで

確認して行動する。

（２）身勝手な行動はせずに、緑学年とい

う自覚を持って学年のレベルを上げ

る。

（３）メリハリをつけて楽しい修学旅行に

する。




